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ひととき

　　　　　　　　加車山　山行　報告                  
日　程：2024(令和６)年３月２日（土）

メンバー　

スキー組　　　　T 川(L)、S 田、U 田直、S 藤、W 邉

スノーシュー組　N 沼(CL)、M 川(SL)、 U 田雅、K 原(記録)、Y 樫、M 浪、K 藤(会
計)、 A 部、O 原

8:20 岡志別公園〜9:00 カルルス温泉駐車場〜10:30 加車山取り付き〜12:00 下山〜

14:15 カルルス温泉駐車場

当初予定だった支笏湖の幌下山は雪不足との事で白水川からカルルス山に変更と

なりましたが、さらに当日の天候がカルルス山山頂風速 8m/秒
と予想され、急遽加車山山行となりました。

駐車場気温は　ー 10℃です。

加車山は過去何回か会で登っているとの事ですが、今回は

駐車場からロードを 1.5 キロほど歩

き、林に入りました。

昨晩からの雪が膝上くらい降り積

もりスキー組が先頭交替でラッセ

ル、道を作ってくれました。

10 時半頃山の急斜面に取りつきま

した。斜面は低温のため雪がフカフカサラサラで落ち着

かず時折崩れます。

標高を上げまして山頂直下はさらに急で所々クラックが入りやや危険な状態、そ

れぞれ自分の足場を固めながら登っていましたところ、先頭の

S 田さんの足場の雪が横滑りしそのまま流されました。

N 沼さんがこれ以上は危険と判断して下山となりました。

あと 50m で山頂でしたが正しい判断で誰も怪我する事なく

下山出来たので良かったと思います。

O 原さん曰く今までで一番いいルートだった、との事なので

雪の状態さえ良ければ歩きやすいルートなのかと思われます。

奇しくも当日鳥取県と長野県の雪山で事故があり、N 沼さんの判断に「さすがだ

わ！」と胸を撫で下ろした次第です。

尚、記録係張り切って臨んだのにカメラを車に忘れるという失態(汗)
写真は N 沼さん T 川さんにお借りしました。

ありがとうございました。　

　　　　　　　記録　K 原　写真 T 川、N 沼

実ルートと滑落箇所


